
 

- 1 -            2009 Ochanomizu Seminar All rights reserved. 

  

稲
田

早早
稲
田
大大
学学  

商商
学学
部部  

  

稲
田田
大大
学学  

商商
学学
部部  

 

総 
論 

 
        

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ 

１
…
現
代
文
一
題
古
文
一
題
。
計
大
問
二
題
で
時
間
は
60
分
。 

２
…
古
文
問
八
で
漢
文
に
関
わ
る
設
問
が
出
題
。 

３
…
「
早
稲
田
大
学
」
ら
し
い
「
と
あ
る
一
つ
の
こ
と
」
に
気
付
け
れ
ば
爽
快
に
問
が
解
け
る
設
問
が
散
見
さ
れ
る
。 

 こ
ん
な
力
が
求
め
ら
れ
る
！ 

今
回
の
問
題
全
体
を
見
渡
し
て
、
ど
の
よ
う
な
感
触
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

 

分
か
る
こ
と
は
、
古
文
が
ほ
ぼ
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
単
語
・
敬
語
・
文
法
・
和
歌
の
修
辞
・
古

典
常
識
・
文
学
史
、
す
べ
て
お
茶
ゼ
ミ
の
テ
キ
ス
ト
の
範
囲
内
で
解
け
る
問
題
だ
。
問
八
は
古
漢
融
合
問
題
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
が
、
単
な
る
抱
き
合
わ
せ
に
す
ぎ
ず
、
特
別
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
、

さ
ら
に
細
か
く
言
う
な
ら
ば
、
問
八
で
問
わ
れ
て
い
る
「
比
翼
の
鳥
」
は
夏
期
テ
キ
ス
ト
や
平
常
テ
キ
ス
ト
で
も
間
接
的
に

触
れ
る
知
識
だ
。
こ
の
よ
う
に
古
文
は
ほ
ぼ
満
点
に
近
い
答
案
を
書
け
る
力
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

古
文
が
、
前
述
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
以
上
、
合
否
の
分
か
れ
目
は
現
代
文
に
か
か
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
現
代
文
も
お

茶
ゼ
ミ
の
テ
キ
ス
ト
で
幾
度
と
な
く
訓
練
す
る
「
対
比
関
係
」
の
文
章
だ
。
「
対
比
関
係
」
を
す
ば
や
く
見
抜
き
、
整
理
で

き
る
力
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
お
茶
ゼ
ミ
の
テ
キ
ス
ト
な
ら
充
分
習
得
で
き
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ
に
も

書
い
た
が
、
「
早
稲
田
ら
し
い
」
問
題
も
散
見
さ
れ
、
合
格
す
る
な
ら
ば
凡
ミ
ス
は
許
さ
れ
な
い
。 

 

実
際
、
手
元
に
あ
る
復
元
答
案
で
も
、
か
な
り
高
得
点
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
受
験
生
は
不
合
格
な
の
だ
。
理

由
は
明
ら
か
で
、
前
述
の
凡
ミ
ス
だ
。
よ
っ
て
、
お
茶
ゼ
ミ
の
テ
キ
ス
ト
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
何
度
も
訓
練
を
し
、

身
体
に
染
み
込
ま
せ
、
必
要
な
知
識
を
確
実
に
、
そ
し
て
正
確
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
能
力
が
合
格
へ
と
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。 
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験
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分 
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〔
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式
〕 
選
択
式 

26
／

31
問 

論
述
式 

０
／

31
問 

記
述
式 

５
／

31
問 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

大
問
数 

２ 

小
問
数 

 
 

31 

時
間
配
分
の
目
安 

35
／

60
分 

文
章
の
種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
・
古
文
・
漢
文
・
古
漢
融
合 

／ 

評
論
・
随
筆
・
小
説
・
物
語
・
詩
歌
・
そ
の
他 

予
想
配
点 

36
／

60
点 

出
題

マ
ー
ク
・
記
述
併
用 

形
式 

〔
出
典
〕 

花
田
清
輝
『
復
興
期
の
精
神
』 

〔
『
漢
璧
』
レ
ベ
ル
〕 

問
一
の
３
の
み
、
『
漢
璧
』
の
範
囲
外 

〔
文
字
数
〕 

四
〇
〇
〇
字 
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●
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
＆
学
習
対
策
等 

第
五
～
第
八
段
落
で
は
、
前
半
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
、
「
死
」
か
ら
「
生
」
へ
、
す
な
わ
ち
、
「
結
末
」
か
ら
「
発
端
」

へ
の
運
動
を
問
題
と
す
る
の
は
、
「
ポ
ー
の
宇
宙
観
」
と
軌
を
一
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
「
運
動
」
の

「
構
造
」
を
ど
こ
ま
で
も
追
究
す
る
ポ
ー
の
精
神
は
、
立
場
が
変
わ
っ
て
も
通
用
す
る
「
普
遍
性
」
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
れ
は
「
絶
え
ず
虚
無
を
眼
に
浮
か
べ
、
結
末
か
ら
発
端
に
向
か
っ
て
さ
か
の
ぼ
り
、
ふ
た
た
び
虚
無
に
帰
る
以
外

に
、
再
生
の
道
の
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
」
彼
自
身
の
境
遇
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
絶
望
だ
け
が
我
々

を
論
理
的
に
」
し
、
「
危
機
に
の
ぞ
み
、
必
然
に
我
々
は
現
実
に
む
か
っ
て
接
近
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
見
え

な
か
っ
た
も
の
が
、
あ
り
あ
り
と
み
え
て
く
る
」
か
ら
で
あ
る
。 

第
一
～
四
段
落
で
は
、
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
「
生
死
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
筆
者
の
問
題
提
起
か
ら
始
ま
り
、
ク
ラ

ヴ
ェ
リ
ナ
の
例
え
を
用
い
つ
つ
、
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
が
「
死
」
か
ら
「
生
」
へ
の
「
必
死
な
抵
抗
」
力
を
持
つ
こ
と
を
指

摘
す
る
。
筆
者
が
問
題
と
す
る
の
は
、
そ
の
「
過
程
」
で
あ
り
、
「
結
果
」
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
に
流
布
し
た

「
ペ
ー
タ
ー
の
描
き
出
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
像
」
、
お
よ
び
、
東
洋
に
お
け
る
、
「
「
死
」
が
み
の
り
ゆ
た
か
な
収
穫
を
も

た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
方
」
と
、
筆
者
の
主
張
は
軌
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
ず
は
、
全
体
の
趣
旨
を
確
認
し
た
い
。 

問
四 

前
段
落
の
「
再
生
」
＝
「
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ナ
」
の
例
を
受
け
て
の
記
述
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
直
前
の
「
か
れ
ら
は

ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ナ
の
よ
う
に
再
生
す
る
。
再
生
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
「
人
間
←
→
非
人
間
」
の
対

比
関
係
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
行
後
の
、
「
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
か
ら
、
ハ
「
悲
観
←
→
楽
観
」
に
飛
び

問
三 

直
後
に
「
と
こ
ろ
が
、
～
（
中
略
）
～
以
前
の
健
康
な
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ナ
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
う
」
と
あ
る
の
で
ハ

は
確
実
に
あ
り
得
な
い
。 

問
二 

い
ず
れ
も
常
識
レ
ベ
ル
の
漢
字
の
知
識
。
ア
の
「
非
情
」
は
「
非
常
」
と
の
区
別
で
押
さ
え
よ
う
。 

問
一 

１
・
２
は
『
漢
璧
』
の
範
囲
内
。
確
実
に
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
３
の
「
能
事
お
わ
る
」
は
や
や
上
級
知
識 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

漢
字
問
題
は
、
お
茶
ゼ
ミ
の
テ
キ
ス
ト
で
、
充
分
合
格
圏
内
に
到
達
で
き
る
も
の
。
文
章
全
体
の
構
造
と
し
て
も
、
非

常
に
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
、
対
比
関
係
。
Ｏ
Ｓ
・
Ａ
Ｄ
ど
こ
ろ
か
、
Ｓ
Ｔ
・
現
代
文
専
科
の
テ
キ
ス
ト
で
も
、
こ
う
い
っ

た
類
の
文
章
は
、
幾
度
と
な
く
お
目
に
か
か
る
。 

ま
た
、
出
典
の
『
復
興
期
の
精
神
』
は
、
お
茶
ゼ
ミ
テ
キ
ス
ト
高
三
・
三
月
期
①
三
回
で
扱
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
引

用
箇
所
は
異
な
る
）
。 

小
問
別
難
易
度

以
上
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
設
問
解
析
に
入
る
。 

 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

問
一 

１ 

Ａ 
 

２ 

Ａ 
 

３ 

Ｂ 
 

 
 

 

問
二 

ア 

Ａ 
 

イ 

Ａ 
問
三 
Ｂ 

 
 

問
四 

Ｂ 
 

 

問
五 

Ａ 
 

 

問
六 

Ａ 
 

 

問
七 

Ⅰ 

Ａ 

Ⅱ 

Ｃ 

問
八 

Ａ 
 

 

問
九 

Ｂ 
 

 

問
十 

Ｂ 
 

 

問
十
一
（
１
）
Ｂ 

 

（
２
）
Ａ 

で
あ
る
。
し
か
し
、
お
茶
ゼ
ミ
が
推
薦
す
る
、
『
日
本
語
チ
ェ
ッ
ク
２
０
０
０
辞
典
』
（
京
都
書
房
）
の
298
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
基
本
事
項
は
押
さ
え
、
高
度
な
知
識
ま
で
吸
収
す
る
余
裕
の
あ
る
受
験
生
が
解
け
る
設
問
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
ひ
と
つ
の
合
否
を
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い
え
る
。 

ポ
イ
ン
ト
は
あ
く
ま
で
、
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ナ
は
「
仮
死
状
態
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
ロ
の
「
死
ん
だ
こ
と
は
疑
い
な

い
」
と
強
く
言
い
切
る
の
は
過
言
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
ハ
の
「
生
物
学
の
死
の
定
義
」
は
本
文
の
記
述
か
ら

や
や
離
れ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
「
死
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
」
と
い
う
イ
を
選
択
す
る
。 

や
や
、
選
択
肢
が
紛
ら
わ
し
い
き
ら
い
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
前
後
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
内
容
確
認
、
と
い
う
解
答
の

手
順
は
空
欄
補
充
の
基
本
で
あ
る
。 
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つ
か
な
い
よ
う
に
。
「
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
は
、
あ
く
ま
で
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
人
物
へ
の
後
世
の
評
価
に
対
す
る

意
見
で
あ
り
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
人
間
自
体
に
対
す
る
意
見
で
は
な
い
。 

問
五 

 
Ｂ 

は
筆
者
が
否
定
し
て
い
る
意
見
の
文
脈
。
し
た
が
っ
て
、
マ
イ
ナ
ス
語
が
入
る
。
全
体
の
構
造
、
お
よ
び
趣

旨
が
つ
か
め
て
い
れ
ば
容
易
。 

問
六 

問
五
と
同
じ
く
、
全
体
の
趣
旨
を
掴
め
て
い
れ
ば
用
意
。
文
章
全
体
に
流
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
、
「
死
か
ら
生
へ
の

逆
行
」
で
あ
る
。 

問
七 

Ⅰ
は
「
（
主
に
東
洋
に
お
け
る
）
死
が
、
み
の
り
ゆ
た
か
な
収
穫
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
」

と
同
内
容
の
も
の
が
入
る
。
ヘ
が
ズ
バ
リ
同
内
容
。 

Ⅱ
は
、
全
体
の
趣
旨
の
一
部
と
も
な
っ
て
い
る
、
「
絶
望
だ
け
が
我
々
を
論
理
的
に
」
し
、
「
危
機
に
の
ぞ
み
、
必

然
に
我
々
は
現
実
に
む
か
っ
て
接
近
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
、
あ
り
あ
り
と
み
え

て
く
る
」
と
い
う
こ
と
と
、
同
内
容
の
も
の
が
入
る
。
た
だ
し
、
ニ
と
ホ
が
紛
ら
わ
し
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
解

け
な
く
て
も
致
し
方
な
い
設
問
で
あ
る
。 

問
八 

筆
者
の
主
張
←
→
「
ペ
ー
タ
ー
の
描
き
出
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
像
」
＆
「
（
主
に
東
洋
に
お
け
る
）
「
死
」
が
み
の

り
ゆ
た
か
な
収
穫
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
方
」
の
対
比
構
造
も
ま
さ
に
、
全
体
の
趣
旨
と
関
わ
る
と
こ
ろ
。

し
た
が
っ
て
、
「
ペ
ー
タ
ー
」
と
セ
ッ
ト
に
な
る
も
の
は
、
「
東
洋
」
で
あ
る
。 

問
九 

ロ
と
ハ
が
紛
ら
わ
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
読
解
の
基
本
、
全
体
の
趣
旨
に
そ
っ
て
考
え
る
。
ポ
ー
は
、
「
物

理
学
」
を
通
し
て
、
「
宇
宙
学
」
を
語
っ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、 
⑤ 

に
入
る
の
が
「
形
而
上
学
」
だ
と
文
脈
的
に

座
り
が
悪
い
。
よ
っ
て
、
ロ
が
正
解
。 

ま
た
、
語
彙
力
の
問
題
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
「
小
宇
宙
＝
人
間
・
芸
術
作
品
」
←
→
「
大
宇
宙
＝
い
わ
ゆ
る

実
際
の
宇
宙
（
＝
ポ
ー
が
語
っ
て
い
た
も
の
）
」
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
問
一
の
３
と
同
性

格
の
設
問
と
も
い
え
る
。 

問
十 

本
文
の
趣
旨
を
丁
寧
に
追
っ
て
い
く
と
、
「
か
れ
ら
は
「
明
る
い
未
来
」
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
筆
者
に
は
見

え
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
考
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」
と
い
う
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
空
欄
に

入
る
の
は
「
明
る
い
未
来
」
。
し
か
し
、
傍
線
部
か
ら
解
答
箇
所
が
離
れ
て
い
る
の
で
、
探
す
の
に
苦
戦
す
る
だ
ろ
う
。

時
間
を
効
率
よ
く
使
え
て
い
る
か
が
、
問
わ
れ
る
設
問
で
あ
る
。 

問
十
一 

（
１
）
は
、
全
体
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
「
生
死
」
の
関
係
、
そ
の
部
分
を
掴
ん
で
い
れ
ば
、

答
え
が
浮
か
び
上
が
る
。
ハ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
筆
者
に
映
っ
た
「
見
掛
け
」
で
あ
り
、
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
期
の
人
間
が
一
般
的
に
そ
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
理
知
的
（
へ
の

疑
問
）
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
確
実
に
「
不
幸
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
理
知
は
強
靭
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
と
反

す
る
。
全
体
の
趣
旨
に
か
ら
め
れ
ば
、
答
え
が
浮
か
び
上
が
り
、
紛
ら
わ
し
い
も
の
に
は
、
ア
ン
チ
ワ
ー
ド
が
入
っ

て
い
る
と
い
う
早
稲
田
大
学
ら
し
い
設
問
。
早
稲
田
を
目
指
し
て
、
訓
練
を
つ
ん
だ
受
験
生
は
気
持
ち
よ
く
解
い
た

で
あ
ろ
う
。
（
２
）
は
同
じ
く
、
全
体
の
テ
ー
マ
を
掴
ん
で
い
れ
ば
容
易
。
イ
は
「
物
理
学
と
文
学
を
結
び
つ
け
る
」
、

ロ
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
対
立
す
る
分
野
を
統
合
」
、
ニ
は
全
体
的
に
、
本
文
の
趣
旨
に
反
す
る
。 

       

【
二
】 

  

時
間
配
分
の
目
安 

25
／

60
分 

予
想
配
点 

24
／

60
点 

〔
出
典
〕
『
う
つ
ほ
物
語
』
「
菊
の
宴
」 

文
章
の
種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
・
古
文
・
漢
文
・
古
漢
融
合 

／ 

評
論
・
随
筆
・
小
説
・
物
語
・
詩
歌
・
そ
の
他 

〔
『
あ
ん
こ
ろ
』
レ
ベ
ル
〕 

★
マ
ー
ク
付
き
の
語
彙
レ
ベ
ル
で
対
応
可
。 

〔
文
字
数
〕 

約
一
二
五
〇
字 

http://www.ochazemi.co.jp/
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●
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
＆
学
習
対
策
等 

問
一 

す
べ
て
基
本
単
語
の
問
題
。
と
く
に
７
で
は
「
あ
り
」
に
「
生
き
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
れ
ば
、
爽
快
に
解
け
る
。
こ
れ
も
早
稲
田
大
学
ら
し
い
設
問
で
あ
る
。 

問
二 

Ⅰ
は
選
択
肢
が
す
べ
て
当
然
訳
せ
る
語
。
前
後
の
文
脈
か
ら
、
ホ
以
外
あ
り
え
な
い
。
Ⅱ
は
や
や
難
か
。
「
鶯
」
が

源
宰
相
に
、
「
卵
」
が
北
の
方
た
ち
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
、
と
掴
め
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
平
素
、
い
か
に
和

歌
の
解
釈
問
題
に
触
れ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
問
で
あ
る
。 

問
三 

問
二
と
連
関
す
る
。
「
卵
」
に
、
子
供
た
ち
が
な
ぞ
ら
え
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
プ
ラ

ス
、
本
文
の
「
殿
の
内
、
や
う
や
く
毀
れ
」
と
い
う
記
述
や
、
「
ふ
る
…
古
／
経
る
」
と
い
う
定
番
掛
詞
に
注
目
で
き

て
い
れ
ば
解
答
に
辿
り
着
け
る
。 

問
四 

ｘ
に
関
し
て
、
「
の
た
ま
ふ
」
は
「
言
ふ
」
の
尊
敬
語
。
よ
っ
て
、
動
作
の
主
体

．
．
．
．
．
へ
の
敬
意
。
主
語
が
明
示
さ
れ
て

い
な
い
の
で
文
脈
判
断
。
こ
の
部
分
は
源
宰
相
の
手
紙
文
カ
ギ
括
弧
内
。
し
た
が
っ
て
、
主
語
は
二
人
称
の
可
能
性
が

高
く
、
こ
こ
は
命
令
形
で
相
手
に
訴
え
か
け
て
い
る
文
脈
な
の
で
、
主
語
は
二
人
称
（
＝
北
の
方
）
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
よ
っ
て
、
正
解
は
ハ
。 

ｙ
に
関
し
て
、
ｘ
と
同
じ
く
、
「
の
た
ま
ふ
」
、
「
言
ふ
」
の
尊
敬
語
。
よ
っ
て
、
動
作
の
主
体

．
．
．
．
．
へ
の
敬
意
。
こ
こ

で
は
主
語
が
「
あ
が
君
（
＝
真
砂
子
君
）
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
正
解
は
ニ
。 

ｚ
に
関
し
て
、
傍
線
部
の
す
ぐ
上
、
「
よ
る
」
と
い
う
動
詞
が
あ
る
の
で
、
こ
の
「
た
て
ま
つ
る
」
は
謙
譲
の
補
助

動
詞
。
よ
っ
て
、
動
作
の
客
体

．
．
．
．
．
へ
の
敬
意
。
す
ぐ
上
に
、
「
父
君
に
（
＝
源
宰
相
）
」
と
客
体
が
は
っ
き
り
明
示
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
正
解
は
ロ
。 

問
五 

基
本
的
な
文
法
問
題
。 

問
六 

右
に
同
じ
く
基
本
的
な
文
法
問
題
で
あ
る
。
問
四
の
敬
語
と
併
せ
て
、
知
識
問
題
は
早
稲
田
レ
ベ
ル
の
受
験
生
な
ら
、

確
実
に
解
く
。
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。 

問
七 

才
《
学
問
・
芸
術
》
・
つ
か
さ
こ
う
ぶ
り
《
官
職
と
位
階
》
、
い
ず
れ
も
古
文
常
識
範
囲
内
。 

問
八 

「
比
翼
の
鳥
」
「
連
理
の
枝
」
や
や
高
度
で
は
あ
る
が
、
古
文
常
識
の
範
囲
。 

問
九 

ニ
の
、
「
何
と
か
呼
び
戻
そ
う
と
考
え
た
」
と
い
う
記
述
が
本
文
中
に
見
出
さ
れ
な
い
。
ホ
は
、
「
上
に
仕
う
ま
つ

ら
む
」
と
い
う
記
述
の
解
釈
が
ポ
イ
ン
ト
。
こ
の
文
章
内
で
「
上
」
は
、
宮
廷
で
は
な
く
、
北
の
方
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
付
け
た
か
。
幾
度
と
な
く
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
と
あ
る
一
つ
こ
と
」
に
気
付
け
れ
ば
解
答
に
た
ど
り
着
け

る
。
こ
れ
が
早
稲
田
大
学
の
特
徴
で
あ
り
、
魅
力
で
あ
る
。 

問
十 

基
本
的
な
文
学
史
問
題
。
問
四
～
問
六
と
同
じ
く
、
早
稲
田
レ
ベ
ル
の
受
験
生
は
確
実
に
知
っ
て
い
る
知
識
で
あ
る
。 

     

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

知
識
問
題
は
、
お
茶
ゼ
ミ
生
な
ら
必
須
の
内
容
。
Ｓ
Ｔ
ク
ラ
ス
で
も
充
分
対
応
で
き
る
。
問
題
文
の
前
半
は
、
お
茶
ゼ

ミ
テ
キ
ス
ト
高
三
・
一
〇
月
期
三
回
と
同
内
容
。 

出
題
形
式 

マ
ー
ク
・
記
述
併
用 

小
問
別
難
易
度 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

問
一 
１ 

Ａ 
 

４ 

Ａ 
 

７ 

Ａ 
 

 

問
二 

Ⅰ 

Ａ 
 

Ⅱ 

Ｂ 
 

 

問
三 

Ａ 

問
四 
ｘ 
Ａ 

 

ｙ 

Ａ 
 

ｚ 

Ａ 
 

 

問
五 

Ａ 
 

問
六 

Ａ 

問
七 

Ａ 
 

 
 

問
八 

Ａ 
 

 
 

 
 

 

問
九 

Ｂ 
 

問
十 

Ａ 
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